
  

  

2014 年 11 月 4 日 

各 位 

会 社 名     日本たばこ産業株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長 小泉 光臣 

（コード番号 2914 東証 第一部） 

問合せ先   ＩＲ広報部（TEL 03-3582-3111（代表）） 

 

 

当社開発中の JAK 阻害剤「JTE-052」の導出について 

 

 

当社は、当社が開発を進めてきた JAK 阻害剤「JTE-052」について、LEO Pharma A/S へ

導出することを決定し、同社とライセンス契約を締結いたしましたので、別添のとおり

お知らせいたします。なお、本件による当社の 2014 年 12 月期連結業績への影響は軽微

です。 

 

 

（添付） 

  別添：JT が開発中の JAK 阻害剤「JTE-052」について LEO Pharma A/S へのライセン

ス契約を締結 

 

 

 

 

 

 

以上 

 



(別添) 
 
 

2014 年 11 月 4 日 

 

各 位 

 

日本たばこ産業株式会社 

LEO Pharma A/S, Ballerup, Denmark 

 

 

JT が開発中の JAK 阻害剤「JTE-052」について LEO Pharma A/S へのライセンス契約を締結 

 

 

日本たばこ産業株式会社（本社：東京、社長：小泉光臣、以下「JT」）と LEO Pharma A/S

（本社：デンマーク バレラップ、社長兼 CEO：ギッテ・P・アーボ、以下「LEO Pharma」）

は、JT が開発を進めてきた JAK 阻害剤「JTE-052」について、日本を除く全世界における皮

膚外用剤としての独占的開発・商業化権に関するライセンス契約を本日締結しました。 

 

 JTE-052 は、細胞内の免疫活性化シグナル伝達に重要な役割を果たすヤヌス・キナーゼ

（JAK）の働きを阻害し、免疫反応の過剰な活性化を抑制することで、自己免疫・アレルギ

ー性疾患を改善することが期待されます。JTE-052 の炎症性皮膚疾患を対象とする外用剤は、

現在日本において第Ⅰ相臨床試験の段階にあります。 

 

 今回の契約により、今後海外においては LEO Pharma が開発を行っていくことになります。

また、JT は LEO Pharma から契約一時金を受領するとともに、今後の開発の進捗に応じたマ

イルストーン、また、上市後には売上高に応じた販売マイルストーン及びロイヤリティを

受領することになります。 

 

 

LEO Pharma について 

1908 年創業の LEO Pharma は、世界 100 ヶ国以上で製品を供給している皮膚科領域専門の製

薬会社です。LEO 財団の所有による研究主導の製薬会社であり、長年にわたる研究開発によ

り、皮膚疾患に悩む患者さんが健康な肌を手に入れるための手助けをしています。本社は

デンマークにあり、世界中で約 4,800 人の社員を擁しています。 

詳しくは、www.leo-pharma.com をご覧ください。 

 

 

以 上 
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